
［荘内神社　泣き相撲］
県内外の3か月～２歳の赤ちゃん153人が参
加。保護者たちは、はんてんにねじり鉢巻き姿
で力いっぱい泣くかわいらしい赤ちゃん力士を
見守りながら、その健やかな成長を祈りました。
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02  〈特集〉

「いきいき百歳体操」で
目指せ!健康長寿!!



2

な
が
り
ま
す
。

▼
三
つ
の
利
点

①
無
理
な
く

　

ほ
と
ん
ど
の
動
作
を
椅
子
に
座

っ
た
状
態
で
行
う
の
で
膝
や
腰
に

負
担
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。
使
用
す

る
重
り
も
調
節
で
き
る
の
で
、
そ

の
人
の
筋
力
や
体
力
に
合
わ
せ
て

運
動
で
き
ま
す
。

②
気
軽
に

　

毎
日
運
動
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
筋
力
運
動
は
、
毎
日
行
う

よ
り
も
一
回
運
動
し
て
か
ら
二
・

意
識
し
ま
し
ょ
う　
　

健
康
寿
命

 

「
健
康
寿
命
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
健
康

寿
命
と
は
、
介
護
を
受
け
た
り
、

病
気
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ

ず
に
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
期
間
の
こ
と
で
す
。
国
の

統
計
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
二
年

度
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

は
、
男
性
で
九
・
一
三
年
、
女
性

で
十
二
・
六
八
年
。
い
つ
ま
で
も

元
気
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
健
康
増
進
や
介
護

予
防
等
に
よ
っ
て
、
こ
の
差
を
縮

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
や

県
で
も
様
々
な
対
策
が
採
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
高
い
効
果
が
実
証

さ
れ
全
国
的
に
広
ま
っ
て
い
る
の

が
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か　
　
　
　
　
　

い
き
い
き
百
歳
体
操

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
高
知

市
が
開
発
し
た
重
り
を
使
っ
た
筋

力
運
動
で
す
。
準
備
体
操
、
筋
力

運
動
、
整
理
体
操
の
三
つ
で
構
成

さ
れ
、
全
部
で
四
十
分
程
度
。
映

像
に
合
わ
せ
て
行
う
簡
単
な
運
動

で
す
。
週
一
回
、
三
か
月
程
度
継

続
す
る
こ
と
で
、
全
身
の
筋
力
が

向
上
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

三
日
休
ん
で
筋
肉
の
疲
れ
を
取
っ

た
方
が
、
筋
力
が
付
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
週
一
回
の
運
動
を
続
け

る
こ
と
で
、
効
果
的
に
筋
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
仲
間
で
楽
し
く

　

仲
間
同
士
で
一
緒
に
体
を
動
か

し
た
り
、
体
操
後
に
茶
話
会
等
を

行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
交
流
が

深
ま
り
ま
す
。

　

本
市
で
も
昨
年
度
七
団
体
が
い

き
い
き
百
歳
体
操
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
参
加
者
の
平
均
年
齢
は
七

◎問合せ   高齢者交流センター☎29‐4180

　昨年度、本市でいきいき百歳体操に
挑戦した７団体108人を対象に、握力
と開眼片足立ちの時間、歩行能力（椅
子に座った状態から立ち上がり、６m
〈３ｍで折り返し〉歩行し再び座るま
での所要時間）を測定しました。
　３か月間の取り組み前後で平均値を
比較すると、全ての項目で数値が向上
し、運動能力が改善したことが分かり
ます。

特集

★ こんなに成果が出ています ★

歩行能力測定の様子

目指せ! 健康長寿!!
「いきいき百歳体操」で

測 定 項 目 取り組み前 取り組み後

握　 　　力 24.7㎏ 25.7㎏ ＋ 1.0㎏

開眼片足立ち 30.5秒 35.6秒 ＋ 5.1秒
歩 行 能 力  7.3秒  6.4秒 ▲ 0.9秒

（ 表 ）
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十
六
歳
。
六
十
歳
か
ら
最
高
齢
九

十
六
歳
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
の
方

が
、
地
区
の
仲
間
同
士
で
楽
し
み

な
が
ら
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
三

か
月
間
の
取
り
組
み
の
前
後
で
実

施
し
た
体
力
測
定
の
結
果
を
見
れ

ば
成
果
（
表
参
照
）
は
明
ら
か
。

筋
力
の
向
上
に
よ
っ
て
、
多
く
の

参
加
者
の
運
動
能
力
が
改
善
し
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
体

操
を
通
じ
、
地
区
内
の
交
流
が
深

ま
り
、
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合
う

よ
う
に
な
っ
た
と
の
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

目
指
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　
　

健
康
長
寿

　

市
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
し
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
に

取
り
組
み
た
い
と
い
う
団
体
等
を

支
援
す
る
た
め
、
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
に

「
元
気
も
り
も
り
地
域
出
前
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
介

護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
等
、
介
護
予
防
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
人
材
育
成
に
も
取
り
組
み
、

幾
つ
に
な
っ
て
も
筋
力
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
る
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
健
康
長
寿
を
目
指

し
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■　
■場
■対

■内

回数　４回（週1回開催。日程は要相談）
各地区コミュニティセンターや公民館等
講座終了後も週１回程度、体操等を継続で
きる町内会や自治会、老人クラブなど先着
15団体
健康運動指導士や保健師、管理栄養士等が
講師となり、いきいき百歳体操や脳トレの
指導、介護予防の講話を実施します

■申６月30日○木まで高齢者交流センター☎29‐4180へ
■参加者アンケートの結果（％）

皆さんの取り組みを応援します！
　元気もりもり地域出前講座

挑戦してみませんか！

いきいき百歳体操
　いきいき百歳体操は、準備体操、筋力運動、整理体操の３つで構成されます。
　ほとんどが椅子に座った状態で行う動作で、無理なく・気軽に・仲間で楽しく取り組めます。　

活動レポート

　テレビ（DVD）と椅子、

　そして やる気 です!!

必要なのは

最高齢は96歳。
目指せ "いきいき百歳 "

地域で支え合う機会が増えた　　
知人が増え、人間関係が広がった　
会を楽しみに思う等、明るくなった
ひざや腰等の症状が軽くなった　　
歩行や物を持つ等が楽になった　

0 20 40 60 80 100

 73.4
81.0
87.3

63.8
68.3

楽しみながら運動してます！

男だけで始めました

農業しながら
続けてます



4■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

鶴岡市職員採用試験【平成29年４月１日採用予定】

職員募集

■問本所職員課☎内線327

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■募集職種・受験資格
▷上級行政・上級土木・上級電気（大卒程度）…昭和
　57年４月２日～平成７年４月１日に生まれた方
▷薬剤師（大卒程度）…昭和57年４月２日以降に
　生まれ、薬剤師免許を取得している方及び平成29
　年４月までに取得見込みの方
▷保健師（短大卒程度）…昭和57年４月２日以降　
　に生まれ、保健師免許を取得している方及び平成　
　29年４月までに取得見込みの方
▷作業療法士（短大卒程度）…昭和57年４月２日
　以降に生まれ、作業療法士免許を取得している方　
　及び平成29年４月までに取得見込みの方
▷言語聴覚士（短大卒程度）…昭和57年４月２日
　以降に生まれ、言語聴覚士免許を取得している方　
　及び平成29年４月までに取得見込みの方
▷臨床工学技士（短大卒程度）…昭和57年４月２
　日以降に生まれ、臨床工学技師免許を取得してい
　る方及び平成29年４月までに取得見込みの方
▷看護師（短大卒程度）…昭和47年４月２日以降
　に生まれ、看護師免許を取得している方及び平成
　29年４月までに取得見込みの方
※以上の職種のほか、土木・電気（社会人経験者）、
　初級行政、消防士の採用試験を９月に予定してい
　ます。

■試験日時
▷１次試験…７月24日○日午前10時
▷２次試験…１次試験合格者を対象に薬剤師・作業

　療法士・言語聴覚士・臨床工学技士・看護師は９
　月上旬に、それ以外の職種は10月上旬に実施予定

■試験会場
▷上級行政・上級土木・上級電気…鶴岡会場（勤労
　者会館）、東京会場（タワーホール船堀〈東京都江
　戸川区船堀〉）
▷保健師…勤労者会館
▷薬剤師・作業療法士・言語聴覚士・臨床工学技士・
　看護師…荘内病院

■申込み受付
▷６月１日○水～24日○金に、申込書を市役所本所職員
　課へ（郵送の場合は24日○金までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及び荘
　内病院総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記したA４判用の角形２号封筒。
　折り畳んでもかまいません）、応募職種・連絡
　先のメモを同封して、市役所本所職員課（〒997
　‐8601市内馬場町９‐25）へ
▷市HP「人事・職員採用」からダウンロードすること
　もできます

鶴岡市情報公開条例及び鶴岡市個人情報保護条例の規定に基づき

平成27年度情報公開・個人情報保護条例の施行状況をお知らせします
■問本所総務課☎内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　                　       　　　　　（　）内は対象となった公文書の数

実施機関名 開示請求件数［内訳］ 開示決定等の件数 不服申立
て件数全部開示 部分開示 不開示

市 長 部 局 40件［総務部４件、企画部１件、市民部
33件、商工観光部１件、建設部 1件］ 38件（202） ６件（６） ０件（‐） ０件

教育委員会 ８件 ８件（22） ５件（５） ４件（‐） ０件
消 防 ３件 ３件（３） ０件（‐） ０件（‐） ０件
合 計 51件 49件（227） 11件（11） ４件（‐） ０件

【個人情報保護】

実施機関名 開示請求件数［内訳］ 開示決定等の件数 不服申立
て件数全部開示 部分開示 不開示

市 長 部 局 ８件［総務部１件、市民部４件、健康福
祉部３件］ ４件（18） ２件（７） ３件（‐） ０件

合 計 ８件 ４件（18） ２件（７） ３件（‐） ０件

条例の施行状況一覧

　選挙管理委員会、
監査委員、農業委
員会、固定資産評
価審査委員会、荘
内病院、議会は請
求件数が０件のた
め掲載していませ
ん。１つの開示請
求に対して複数の
決定が行われる場
合があるため、請
求の件数と決定等
の件数は一致しま
せん。
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し
の
方
等　

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障

害
者
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児　

療
育
支
援
活
動
へ
の
助
成

　

社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人
に
対
し
、
活
動
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
福
祉
活
動
助
成
金　

■対
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
、
福
祉
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、

福
祉
関
係
者
の
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
活
性
化
、
福
祉
意
識
の
高
揚
・
啓
発

▼
心
身
障
害
児
療
育
支
援
助
成
金　

■対
地
域

福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
療
育
に
関
す
る

調
査
・
研
究
、
心
身
障
害
児
関
係
者
の
研
修

▼
共
通　

■
助
成
額　

対
象
経
費
の
４
分
の

３
以
内　

■申
６
月
30
日
○木
ま
で
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
８
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
要
支
援
ま
た
は

要
介
護
認
定
を
受
け
、
病
気
等
の
理
由
に
よ

っ
て
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
市
民
税

非
課
税
の
方　

■内
市
が
委
託
し
た
業
者
が
寝

具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・
マ
ッ
ト
レ
ス
）

を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
し
ま
す
（
１
人
年
２

回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま
で
）　

■
自

己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用
の
１
割
相
当　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿

介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

康
増
進
施
設
の
利
用
券
が
当
た
る
抽
せ
ん
会

（
健
康
の
つ
ど
い
〈
■日
10
月
９
日
○日　

■場
小

真
木
原
総
合
体
育
館
〉
会
場
内
）
へ
の
参
加

資
格

▼
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
設
置　

■日
６
月
１
日

○水
か
ら　

■場
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）、
ス
ポ

ー
ツ
課
、
本
所
長
寿
介
護
課
・
国
保
年
金
課
、

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
健

診
機
関
（
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、

荘
内
病
院
、
協
立
病
院
等
）、
運
動
施
設
（
小

真
木
原
総
合
体
育
館
、
藤
島
・
羽
黒
体
育
館
、

櫛
引
・
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
温
海
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
市
民
プ
ー
ル
等
）

▼
共
通　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
８

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
・
■場
６
月
１
日
○水
～
９
月
30
日
○金
の
開
院

日
（
市
内
医
療
機
関
）　

■対
昭
和
22
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る

人
間
ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
６　

■他
予
約
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
医
療

機
関
に
確
認
の
上
受
診
し
て
く
だ
さ
い

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の

設
置

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、
通

報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を

設
置
し
、
生
活
・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や

安
否
確
認
、
緊
急
事
態
等
へ
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
２
以
上
）、
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮
ら

健
康
・
福
祉

健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す　
　
　
　
　

健
康
つ
る
お
か
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

　

健
康
づ
く
り
事
業
に
参
加
し
て
ポ
イ
ン
ト

を
集
め
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
達
す
る
と
特

典
が
も
ら
え
ま
す
。

▼
健
康
づ
く
り
事
業
（
４
月
以
降
が
対
象
）・

ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
）　

▽

特
定
健
診
・
各
が
ん
検

診
の
受
診
（
必
須
。
職

場
の
健
診
・
検
診
を
含

む
）
…
10
Ｐ　

▽
て
く

て
く
健
康
「
里
山
あ
る

き
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ

ン
ゴ
対
象
事
業
へ
の
参

加
…
５
Ｐ　

▽
運
動
施

設
や
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
（
１
回

30
分
以
上
を
週
２
回
以
上
）
…
10
Ｐ　

▽
健

康
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
・
セ
ミ
ナ

ー
等
へ
の
参
加
…
10
Ｐ　

▽
食
生
活
改
善
推

進
員
養
成
講
座
を
修
了
…
30
Ｐ　

▽
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
修
了
…
50
Ｐ　

▽
禁
煙

達
成
（
３
か
月
以
上
）
…
50
Ｐ　

▽
友
人
や

家
族
な
ど
３
人
で
健
康
づ
く
り
事
業
に
取
り

組
む
…
各
１
０
０
Ｐ
（
と
も
に
ポ
イ
ン
ト
）

▼
特
典　

▽
１
０
０
Ｐ
達
成
…
や
ま
が
た
健

康
づ
く
り
応
援
カ
ー

ド
（
協
賛
店
の
特
典

付
き
）　

▽
２
０
０

Ｐ
達
成
…
健
康
つ
る

お
か
マ
イ
レ
ー
ジ
ロ

ゴ
入
り
タ
オ
ル
、
健
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市
政

鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
委
員
会 

公
募
委
員
募
集

　

鶴
岡
の
全
て
の
子

供
が
自
主
的
に
読
書

活
動
が
で
き
る
よ
う
、

読
書
環
境
の
充
実
を

図
る
計
画
を
推
進
し

ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当

す
る
方
２
人
以
内
（
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
及
び
常
勤
の
公
務
員
を
除
く
）　

①

今
年
４
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方　

③
平
日
に
開

催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方　

■申
６
月
30

日
○木
ま
で
申
込
書
を
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■他
市
HP

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会 

公
募
委
員
募
集

　

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排

水
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
を

設
置
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
８
月
１
日
現
在
で

満
20
歳
以
上
の
方　

②
市
内
、
三
川
町
に
住

所
を
有
す
る
ま
た
は
通
勤
・
通
学
の
方　

③

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■申
６
月
30
日
○木
ま
で
申
込
書
を
上
下
水
道
部

総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ
（
郵
送
は
当
日

必
着
）　

■他
市
HP
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あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の
前

年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
配

偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
退
職
・
失
業
等

の
前
月
か
ら
退
職
・
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の

翌
々
年
６
月
ま
で
の
期
間
の
申
請
が
で
き
ま

す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
～
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、
７
月
１
日
○金
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
追
納　

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
同

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算
金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
の
た
め

の
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。
更
新
の
手

続
き
が
遅
れ
る
と
医
療
証
を
継
続
し
て
使
用

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
付
期

間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
昨
年
度
以
前
に
所
得
等
の
事
情
に
よ
っ

て
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
が
、今
年
度（
７

月
１
日
以
降
分
）
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望

す
る
場
合
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間
・
場
所　

６
月
１
日
○水
〜
３
日

○金
・
６
日
○月
・
７
日
○火
…
市
役
所
本
所
１
階

ロ
ビ
ー
及
び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）、
本
所
国

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
６
月
15
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体　

■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制

度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
免
除
）　

本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除

さ
れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い
た

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
な
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
30
歳

未
満
の
方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
ま
た
は

失
業
し
た
方
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
載
方

法
」
を
参
考
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月

30
日
○木
ま
で
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
、
児
童
手

当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
時
預
か
り
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬
祭
、
育
児
疲
れ

の
理
由
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
、
次
の
保
育
園
で
子
供
を
保

育
し
ま
す
。
予
定
が
分
か
る
と
き
は
、
２
日

前
ま
で
に
各
保
育
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
園
の
行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育

時
間
や
料
金
等
は
各
園
で
異
な
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
園　

か
た
ば
み
保
育
園
、
新
形

保
育
園
、
大
泉
保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園
、

民
田
保
育
園
、
上
郷
保
育
園
、
三
瀬
保
育
園
、

藤
島
く
り
く
り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育

園
、
大
東
保
育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し

び
き
保
育
園
、
く
し
び
き
西
部
保
育
園
、
五

十
川
保
育
園
、
あ
つ
み
保
育
園
、
山
戸
保
育

園
、
福
栄
保
育
園　

■
保
育
時
間　

午
前
８

保
年
金
課
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）　

４

日
○土
…
本
所
国
保
年
金
課
（
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）　

■問
本
所
国
保
年
金
課

☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ福

祉
医
療
証
（
身

○

・
子

○

・
親

○

）

を
お
持
ち
の
方
へ

　

福
祉
医
療
で
負
担
し
た
医
療
費
が
高
額
療

養
費
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
市
が
代
理

で
保
険
者
へ
高
額
療
養
費
請
求（
代
理
請
求
）

を
行
い
ま
す
。
該
当
し
た
場
合
は
、
書
類
の

提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場

合
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
額
の

助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
後
日
、
支
給
申

請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、

通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険
で
扶
養

し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）　

■問
本
所
国
保

年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

支
払
い
は
お
済
み
で
す
か
？

　

保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
す
が
、
平
成

27
年
６
月
以
降
に
75
歳
に
な
っ
た
方
や
、
年

度
途
中
で
保
険
料
額
が
変
更
し
特
別
徴
収
が

中
止
さ
れ
た
方
に
は
、
27
年
度
分
の
納
付
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
が
届
い
て
い

て
も
気
付
か
ず
、
未
納
に
な
っ
て
い
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
２
月
・
３

月
に
75
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
誕
生
月
の

翌
々
月
15
日
頃
に
27
年
度
分
の
納
付
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
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時
～
午
後
５
時
30
分
（
半
日
〈
４
時
間
〉
の

利
用
も
可
）　

■費
３
歳
未
満
…
２
、
６
０
０

円
～
３
、
０
０
０
円　

３
歳
以
上
…
１
、
５

０
０
円
～
２
、
０
０
０
円
（
半
日
利
用
の
場

合
は
半
額
）　

■問
各
保
育
園
ま
た
は
本
所
子

育
て
推
進
課
☎
内
線
１
８
０
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
送
迎
や
保

護
者
の
病
気
・
急
用
等
の
と
き
に
子
供
を
預

け
た
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）
へ
、
預
か
っ

て
く
れ
る
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）
を
紹
介
す

る
等
の
育
児
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
に
は
会
員
登
録
が

必
要
で
す
。
な
お
、
ま
か

せ
て
会
員
は
、
子
育
て
経

験
を
生
か
し
た
い
方
、
子

育
て
家
庭
を
応
援
し
た
い

方
等
、
特
別
な
資
格
が
な

く
て
も
子
供
が
好
き
な
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も

登
録
で
き
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
場
合
に
備

え
て
保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料
金　

１
時
間
６
０
０
円
か
ら　

■申

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
を

待
っ
て
い
る
子
供
た
ち
が
い
ま
す

　

様
々
な
事
情
に
よ
っ
て
家
庭
で
暮
ら
せ
な

く
な
っ
た
子
供
た
ち
を
、
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
て
温
か
い
愛
情
と
理
解
を
持
っ
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
里
親
に
は
、
養
育
里
親
、
専
門
里
親
、

親
族
里
親
、
養
子
縁
組
を
希
望
す
る
里
親
が

あ
り
ま
す
。
登
録
申
請
な
ど
詳
し
く
は
子
ど

（
月
見
橋
～
長
者
大
橋
）】　

■問
本
所
土
木
課

☎
内
線
４
８
８
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽

黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
）
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
３
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時

30
分
～
８
時
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
10
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
７
時
30
分
…
小
波
渡
海
岸　

▼
７
月
17
日
○日　

▽
午
前
７
時
～
８
時
…
三

瀬
海
岸　

■問
海
岸
地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
ま
す

　

地
震
で
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練

当
日
は
、
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
災
害
と
間
違
え

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
伝
達
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
海
岸
部
の
各
地

区
で
避
難
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。
海
岸
部

に
お
住
ま
い
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■日
７
月
１
日
○金
午
後
２
時　

■
対
象
地
域

市
内
海
岸
地
区　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内

線
６
６
２

平
成
27
年
度
審
議
会
等
公
開
及
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
運
用
状
況

■
審
議
会
等
の
公
開
状
況　

▽
審
議
会
等
の

数
・
開
催
件
数
（
一
部
公
開
ま
た
は
非
公
開

の
件
数
）　

市
長
部
局
…
60
審
議
会
等
・
92

件
（
19
件
）　

教
育
委
員
会
…
13
審
議
会
等
・

19
件
（
４
件
）　

荘
内
病
院
…
１
審
議
会
等
・

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
内
線
４

５
８
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・

温
海
庁
舎
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」       

河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
26
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
～

火
打
崎
橋
）、矢
引
川（
県
道
三
瀬
水
沢
線〈
矢

引
〉
～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】　

▼
７
月
３

日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地
域

【
田
沢
川
、
角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、

山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時

…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
坂
野
下
～
新
橋
）、

少
連
寺
川
（
少
連
寺
～
大
山
川
合
流
点
）、

砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、
三
瀬
川
（
水
無

～
三
瀬
川
河
口
）、
降
矢
川
（
三
瀬
地
内
）】、

藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、羽
黒
地
域
【
藤
島
川
、

今
野
川
、黒
瀬
川
、小
黒
川
】、朝
日
地
域
【
赤

川
、
上
田
沢
川
、
青
竜
川
、
倉
沢
川
、
戸
沢

川
ほ
か
】　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴
岡
地

域
【
内
川
左
岸
（
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋

〈
美
原
町
〉
～
内
川
橋
〈
宝
町
〉）、
内
川
右

岸
（
割
目
橋
〈
城
南
町
〉
～
坂
本
橋
周
辺
及

び
天
池
橋
〈
双
葉
町
〉
～
三
次
郎
橋
〈
切
添

町
〉）、大
戸
川
（
大
広
～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）、

降
矢
川
（
中
山
地
内
）、
藤
倉
川
（
中
山
地

内
）】、
温
海
地
域
【
五
十
川
、
温
海
川
、
庄

内
小
国
川
、
鼠
ヶ
関
川
ほ
か
】　

▽
午
前
８

時
30
分
～
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新
内
川
右
岸

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ
。

税市
・
県
民
税
納
税
通
知
書
を

６
月
15
日
に
お
送
り
し
ま
す

■対
▽
普
通
徴
収
の
方
…
年
４
回
、
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
納
付　

▽
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
の
方
（
今
年
４
月
１
日
現
在
で

65
歳
以
上
の
年
金
所
得
が
あ
る
方
）
…
年
金

支
給
月
（
４
月
、
６
月
、
８
月
、
10
月
、
12

月
及
び
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き

ま
す
が
今
年
度
に
特
別
徴
収
が
始
ま
る
方
は

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
始
ま
り
ま
す　

■問

本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１　

■他
10
月
以
降

の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
は
、

市
外
へ
転
出
ま
た
は
税
額
変
更
の
場
合
、
一

定
の
要
件
で
特
別
徴
収
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
算
定
方
法
の
見
直
し
に
伴
い
、
来
年

４
月
か
ら
の
仮
徴
収
税
額
が
変
更
さ
れ
ま
す　

平
成
28
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）を
６
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す

■対
車
検
が
必
要
な
車
両
の
軽
自
動
車
税
を
口

座
振
替
で
納
付
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎

内
線
２
１
９

生
活

土
地
売
買
の
際
は　
　
　
　

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気

象
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏

山
を
見
回
る
な
ど
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
～
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

ま
た
、
７
月
は
食
中
毒
予
防
月
間
で
す
。

▼
食
品
は
中
心
部
を
約
75
℃
以
上
で
１
分
以

上
加
熱
し
ま
し
ょ
う

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
熱
湯

を
掛
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

食
事
や

調
理
時
、ト
イ
レ
、お
む
つ
交
換
、生
肉
・
魚
を

扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
用
に
井
戸
水
の

使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
い
時
期
で
す
。

▼
症
状
が
あ
っ
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ

う　

感
染
者
の
約
半
数
は
、
数
日
の
潜
伏
期

間
を
お
い
て
頻
回
の
水
様
便
の
症
状
が
出
ま

す
。
激
し
い
腹
痛
や
血
便
な
ど
重
症
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者

は
重
症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
生

え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難
し

い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒
植

事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
に
、
市
役
所
本

所
と
上
下
水
道
部
庁
舎
で
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

６
月
は
環
境
月
間 　
　
　
　

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

環
境
問
題
は
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
が
大
き
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
電

気
・
燃
料
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
な
ど
、
皆

さ
ん
の
身
近
で
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

「
危
険
物  

決
め
ろ
無
事
故
の 

ス
ト
ラ
イ
ク
」 

６
月
５
日
～
11
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
等
の
危
険
物
は
、
事
業
所
等
で
幅

広
く
利
用
さ
れ
、
国
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
、

そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま

す
。
危
険
物
施
設
の
火
災
・
流
出
事
故
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
危
険
物
を
取
り
扱
う

事
業
所
は
、
期
間
中
に
自
主
保
安
体
制
を
再

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
灯
油
な
ど
を
取
り
扱
う
と
き
は
流
出
さ
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。男
女
で
サ
ン
カ
ク
。社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」 

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
期
間
中
に
、
市
役
所
本
所
で
パ
ネ
ル

等
の
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６

１
台
２
５
０
円
～
３
、
２
０
０
円　

■問
本
所

商
工
課
☎
内
線
５
６
５　

■他
藤
島
・
羽
黒
・
櫛

引
・
朝
日
・
温
海
地
域
は
９
月
下
旬
実
施
予
定

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る　
　

農
地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

考
え
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用
地

等
の
借
受
け
を
新
規
に
希
望
す
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域　

鶴
岡
、
藤
島
、
羽
黒
、

櫛
引
、
朝
日
、
温
海
の
６
区
域
（
複
数
区
域

を
希
望
す
る
場
合
は
区
域
ご
と
の
申
込
み
が

必
要
）　

■申
来
年
１
月
31
日
○火
ま
で
農
業
委

員
会
事
務
局
（
藤
島
庁
舎
）
☎
64
‐
５
８
６

８
、農
業
委
員
会
各
分
室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・

庄
内
た
が
わ
の
本
所
・
各
支
所
へ　

■他
市
HP

高
齢
者
を
狙
っ
た   　
　
　

特
殊
詐
欺
に
ご
用
心
！

　

偶
数
月
の
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
不
審
な

勧
誘
な
ど
が
集
中
し
ま
す
。

▽
突
然
、
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お
金

を
頼
ん
で
く
る　

▽
名
義
貸
し
に
絡
む
ト
ラ

ブ
ル
解
決
を
名
目
に
現
金
を
要
求
す
る　

▽

医
療
費
や
税
金
の
還
付
金
と
偽
る　

▽
レ
タ

ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
お
金
を
要
求
す
る

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

「
じ
ゃ
口
か
ら 

安
心
と
ど
け 

未
来
ま
で
」 

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
は
、
本
市
と
三
川
町
に

１
日
平
均
４
万
５
、
５
６
６
㎥
の
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水
道

０
件
（
０
件
）　

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
制
度
の
運
用
状
況　

▽
実
施
件
数
・
意
見

提
出
件
数　

市
長
部
局
…
４
件
・
２
件　

教

育
委
員
会
…
２
件
・
21
件　

荘
内
病
院
…
０

件
・
０
件　

■問
本
所
総
務
課
☎
内
線
３
１
３　

■他
市
HPパ

ス
ポ
ー
ト
申
請
は
市
役
所
で

　

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
の
パ
ス
ポ
ー

ト
申
請
は
、
本
所
市
民
課
及
び
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
交
付
窓
口

は
本
所
市
民
課
の
み
）。
庄
内
総
合
支
庁
で

手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
～
交
付
の
日
数　

９
日
間
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

■問

本
所
市
民
課
☎
内
線
１
４
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
市
HP

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る 

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
よ
っ
て
２
年
に
１
回
の
定
期
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
▽
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…

７
月
４
日
○月
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▽
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
４
日
○月

午
後
１
時
～
２
時　

▽
湯
野
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
…
４
日
○月
午
後
３
時
～
４
時

▽
農
村
セ
ン
タ
ー
…
５
日
○火
午
前
９
時
30
分

～
正
午　

▽
出
羽
商
工
会
大
山
支
所
…
５
日

○火
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

▽
市
役
所
本
所

車
庫
棟
…
６
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
、
７
日
○木
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
、

８
日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
、
11
日

○月
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
、
12
日
○火
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■
検
査
手
数
料

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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▼
生
態　

葉
裏
に
数
百
粒
の
塊
で
卵
を
産
み
、

幼
虫
は
薄
網
状
の
巣
を
作
り
群
生
し
て
食
害

し
ま
す
。
被
害
葉
は
白
く
か
す
り
状
に
な
り

ま
す
が
、
成
長
す
る
と
葉
脈
も
食
べ
る
の
で

丸
坊
主
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
防
除
方
法　

巣
虫
防
除
が
人
と
環
境
に
優

し
く
最
も
効
果
的
な
方
法
で
す
。
巣
で
群
生

す
る
６
月
１
日
～
15
日
頃
と
７
月
19
日
～
８

月
12
日
頃
に
、
薄
網
状
の
巣
を
枝
ご
と
切
り

落
と
し
、
幼
虫
を
踏
み
潰
す
か
燃
や
す
ご
み

と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
防
除
は
巣
か

ら
出
て
し
ま
っ
た
後
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
害
虫
駆
除
業
者
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調
理

前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
し

び
れ
等
の
異
常
が
あ
っ
た
ら
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

巣
虫
防
除
を
徹
底
し
よ
う
！                 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
に
つ
い
て

▼
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ（
通
称
ア
メ
シ
ロ
）

と
は　

成
虫
は
長
さ
約
１
㎝
で
白
っ
ぽ
い
色
。

老
熟
幼
虫
は
長
さ
約
３
㎝
で
背
と
側
面
の
コ

ブ
か
ら
白
く
長
い
毛
が
生
え
て
い
ま
す
。
被

害
樹
種
は
百
数
十
種
に
及
び
ま
す
。

▼
ア
メ
シ
ロ
防
除
相
談
室
を
設
置
し
ま
す

■日
６
月
１
日
○水
～
９
月
30
日
○金
午
前
９
時
～

午
後
４
時　

■場
・
■問
鶴
岡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
同
相
談
室
☎
22
‐
３
０
０
７

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
に
注
意
！

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

黒
い
小
型
の
や

ぶ
蚊
。
白
い
筋
模
様
が
あ
り
ま
す
。

▼
生
態　

や
ぶ
地
や
住
宅
街
に
生
息
し
、
昼

間
に
音
も
立
て
ず
に
人
を
襲
い
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

家
の
周
り
を
点
検
し
、

雨
水
が
た
ま
っ
て
ボ
ウ
フ
ラ
が
発
生
し
そ
う

な
も
の
（
軒
先
の
バ
ケ

ツ
、
放
置
さ
れ
た
プ
ラ

ン
タ
ー
、
植
木
鉢
の
受

け
皿
、
野
ざ
ら
し
の
空

き
缶
や
廃
棄
家
電
、
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
く
ぼ

み
等
）
を
撤
去
す
る
か
、

水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
の

作
業
時
は
、
長
袖
着
用
や
防
虫
用
品
を
使
用

す
る
な
ど
蚊
か
ら
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

月山を「日本ジオパーク」に！！
日本ジオパーク

■問羽黒庁舎観光商工室（いでは文化記念館）☎62‐4727

■日本ジオパーク認定に向けた取り組み
　昨年、月山周辺の５市町村（鶴岡市・庄内町・西川町・大蔵村・
戸沢村）が連携し月山ジオパーク推進協議会を設立しました。月
山を中心としたエリアを「月山ジオパーク」とし、今年秋の日本
ジオパーク認定に向けて申請書を提出するなど活動を展開してい
ます。
■月山ジオパークの特徴　
　ジオパークとは地層や岩石、火山など様々な地質遺産から、大
地の成り立ちと私たちとの関わりを学ぶことができる自然公園の
ことです。月山周辺の自然環境は豪雪、強風、地滑りなどの険し
さをもたらす一方で、豊富な雪解け水、風力発電、温泉など生活
や経済活動に不可欠な恩恵を与えてくれます。また、出羽三山信
仰のよりどころとして人々とのつながりを深めてきました。月山
ジオパークのテーマは「雪・風・大地のおそれとめぐみ」です。
同テーマを基に月山特有の自然や文化など
地域資源の保全と教育・観光面での持続可
能な発展を目指します。
■今年度の予定
　ジオパークの理解を深めるための出前講
座やガイド育成講習会、ジオツアーを開催します。

鶴岡第三中学校の改築工事が始まります
学校改築

■問管理課（櫛引庁舎）☎内線316

外観イメージ図

外観イメージ図

　鶴岡第三中学校の改築工
事は平成30年３月の完成
を目指し、７月末頃に建設
現場で作業が始まります。
工事期間中は、大型車両の
出入りなどでご不便をお掛
けしますが、ご理解とご協
力をお願いします。
●建設場所
　市内城南町25‐1　
●建築概要
　敷地面積29,404㎡、建築
　面積4,657㎡、最高高さ　
　14.6ｍ、鉄筋コンクリー
　ト造３階建て（一部２階
　建て）　
●総工事費
　約31億円
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 食文化推進・特別展覧会　魯山人の宇宙－魂を刳る美が欲しい－

＜鶴岡アートフォーラム＞

美食家として知られる芸術家・北大路魯山人氏。
本市の食文化を推進する展覧会として、魯山人
が制作した陶磁器や墨画など計92作品と茶室

４．23
～

５．29

等が展示されました。関連企画の陶芸講座では
すしを盛り付ける皿を制作。参加者は縄や網等
を用い趣向を凝らした文様を刻んでいました。

藤の花の時期に開催されるこの祭り。会場には
丹精込めて育てられた盆栽が集まり、咲きそろ
った淡い紫の藤が甘い香りを漂わせました。ま

５ . ７
 ～15

た、和太鼓やオカリナ等のミニコンサートや接
ぎ木講習会、新企画のスイーツウォーキング等
も行われ、祭りは多くの人でにぎわいました。

藤島 ふじの花まつり

＜藤島体育館、東田川文化記念館、藤島歴史公園＞
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羽黒 今井アートギャラリー開館

洋画家で名誉市民・今井繁三郎氏の美術
収蔵館がリニューアル。今井氏の絵画と
ともに地元若手作家の作品を展示中です。

４. 23

＜羽黒・芸術の森－今井アートギャラリー＞

朝日 校章・校歌お披露目会

全校児童と地域住民が、校章考案者の石
川六七八氏と校歌制作者の新井満氏と新
校歌『朝日がのぼる』を合唱しました。

４. 23

＜あさひ小＞

櫛引 こしゃって音のフェスティバル

ペットボトルや空き缶等、身近な物で即
席の楽器を工作。全員で打ち振り鳴らし、
陽気なサンバのリズムを奏でました。

５ .１

＜高齢者活動センター＞

羽黒 出羽三山神社祈年祭（御田植神事）

御田植の神事の後に、神職と巫
み こ

女らが
「田舞」を奉納。多くの参拝者とともに、
今年の五穀豊じょうを願いました。

５ . ８

＜羽黒山三神合祭殿＞

温海 河内神社春祭典奉納上演 山戸能・山五十川歌舞伎

演能の始めは、全国的にも珍しい、稚児
が舞う「恋慕の舞」。子役の熱演に温か
い拍手が送られました。

５ . ３

＜山五十川古典芸能伝承館＞

鶴岡 鶴岡地域土砂災害危険区域実態調査

中山間部12地区で市が毎年実施してい
る同調査。地区住民と関係機関が斜面の
亀裂等を確認し防災意識を共有しました。

5 . 11
 ～20

＜写真：三瀬地区＞
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催
し

駒
澤
大
学
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　

「
禅
Ｚ
Ｅ
Ｎ
～
描
か
れ
た
禅
の
世
界
～
」

▼
展
示　

■日
６
月
１
日
○水
～
７
月
10
日
○日

■場
致
道
博
物
館　

■内
白
隠
や
仙
厓
の
禅
画
、

大
涅ね
は
ん槃
図
な
ど
の
展
示　

■費
大
人
…
７
０
０

円　

学
生
…
３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２

８
０
円　

■他
６
月
18
日
○土
午
後
２
時
か
ら
同

大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
の
学
芸
員
に
よ
る

展
示
品
解
説
あ
り

▼
記
念
講
演
会
「
禅
と
地
域
社
会
」　

■日
６

月
11
日
○土
午
後
2
時　

■場
公
益
大
大
学
院

■定
先
着
１
２
０
人　

■師
廣
瀬
良
弘
氏
（
駒
澤

大
学
学
長
）　

■費
３
０
０
円

▼
共
通　

■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

手
入
れ
の
実
演
指
導
も
行
い
ま
す　
　

さ
つ
き
盆
栽
研
究
会
展
示
会

■日
６
月
３
日
○金
～
５
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
中
央

公
民
館　

■問
同
研
究
会

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　
　
　
　
　
　

～
火
星
の
天
体
観
測
～

■日
６
月
10
日
○金
午
後
７
時　

■内
大
望
遠
鏡
で

の
火
星
観
測
等　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
火

星
の
撮
影
希
望
者
の
み
）　

■場
・
■申
金
峰
少

年
自
然
の
家
☎
24
‐
２
４
０
０　

■他
雨
天
時

は
惑
星
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
（
■費
50
円
）。
HP

あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
ま
つ
り

■日
６
月
11
日
○土
～
26
日
○日
（
午
前
10
時
～
午

後
４
時
は
特
産
品
の
販
売
、
お
休
み
処
の
設

置
あ
り
。
12
日
○日
は
ば
ら
園
ク
エ
ス
ト
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
教
室
、
お
茶
会
を
開
催
）   

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

先
着
３
０
０
人
に
自
分
で
焼
く
イ
カ
焼
き
進
呈

し
ゃ
り
ん
道
の
駅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
６
月
12
日
○日
午
前
10
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■内
番
屋
イ
カ
汁
販
売
等　

■場
・
■問

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２

１
１鶴

岡
の
豊
か
な
食
材
を
自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か

食
育
地
産
地
消
・
生
産
現
場
見
学
会

■日
６
月
12
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
1
時
（
産

直
「
し
ゃ
き
っ
と
」
集
合
）　

■場
穂
波
街
道

緑
の
イ
ス
キ
ア
→
小
淀
川
→
青
龍
寺　

■内
手

作
り
ピ
ザ
体
験
、
き
ゅ
う
り
圃ほ

場
見
学
、
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
体
験
、
ト
マ
ト
圃
場
見
学　

■定
20
人　

■費
中
学
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円　

4
歳
以
上
…
1
、
０
０
０
円　

■申
６
月
８
日

○水
ま
で「
し
ゃ
き
っ
と
」☎
29
‐
９
９
６
３
へ

『
新
編 

庄
内
史
年
表
』　　

発
刊
記
念
講
演
会

■日
６
月
12
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■師
前
田
光

彦
氏
（
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）
等　

■場
・

■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
5

松
ヶ
岡
本
陣
で
の　
　
　
　
　

梅
酒
づ
く
り
体
験

■日
６
月
12
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
松
ヶ
岡

本
陣　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、
５
０
０
円

■申
６
月
７
日
○火
ま
で
松
ヶ
岡
産
業
㈱
☎
64
‐

１
３
３
１
へ　

■他
梅
販
売
あ
り

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
２
０
１
６

鶴
岡
室
内
合
奏
団 

弦
楽
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■日
６
月
12
日
○日
午
後
２
時　

■場
鶴
岡
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
天
主
堂　

■
出
演　

渡
辺
啓
三
氏

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ビ
オ
ラ
奏
者
）
等　

■費
１
、
０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■申
鶴
岡
楽
器
㈱
☎
22
‐
１
３
１
０

茨
木
の
り
子
の
詩
を
語
る　
　
　
　

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
講
演
会

■日
６
月
12
日
○日
午
後
２
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■問
茨
木
の
り

子
六
月
の
会

う
ま
イ
カ
・
干
し
イ
カ
・
イ
カ
ま
つ
り

■日
６
月
18
日
○土
午
前
９
時
15
分
～
午
後
２
時　

■場
鼠
ケ
関
弁
天
島
前
広
場　

■問
あ
つ
み
観
光

協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
念
珠
関
辨
天
太

鼓
演
打
、
特
産
品
抽
せ
ん
会
あ
り

耕
す
者
た
ち
へ
の
大
鳥
音
楽
祭

■日
６
月
18
日
○土　

■時
・
■内
午
後
１
時
…
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
音

出
し
遊
び
等
）　

４
時
…
音
楽
祭
（
■
出
演　

朝
日
祥
雲
御
山
太
鼓
、
イ
ナ
プ
ラ
ネ
チ
ャ
ー

ニ
ン
、
長
尾
ト
リ
オ
、
天
田
透
氏
、
礒
見
博

カ
ル
テ
ッ
ト
）　

■費
大
人
…
３
、
０
０
０
円　

高
校
生
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
…
５
０

０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
別
途
料
金
）　

■場
・
■申
大
鳥
自
然
の
家

☎
55
‐
２
９
４
６　

■他
飲
食
物
持
込
み
可
。

宿
泊
可
（
別
途
料
金
）

ぐ
る
っ
と
庄
内
探
訪
「
そ
ば
打
ち
体
験
と　

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
む
」
バ
ス
ツ
ア
ー

■日
６
月
24
日
○金
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
酒

田
駅
前
発
、
鶴
岡
公
園
経
由
）　

■対
庄
内
地

方
に
在
住
の
方
25
人　

■内
月
山
ダ
ム
見
学
、

宝
谷
の
そ
ば
打
ち
体
験
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

等　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
６
月
13
日
○月
ま

で
庄
内
広
域
行
政
組
合
☎
66
‐
４
１
４
１
へ　

■他
３
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
で
申
込
み
も
可

あ
つ
み
温
泉
野
外
能
楽　

「
せ
せ
ら
ぎ
の
能
」

■日
６
月
25
日
○土　

■時
・
■内
午
後
３
時
…
あ
つ

み
保
育
園
鼓
隊
、
鶴
岡
中
央
高
校
天
魄
太
鼓

４
時
50
分
…
熊
野
神
社
子
ど
も
獅
子
舞
、
念

珠
関
子
ど
も
辧
天
太
鼓
、
佐
藤
善
人
コ
ン

サ
ー
ト
、
黒
川
能
上
座
「
皇
帝
」、
山
戸
能

「
式
三
番
」　

■場
あ
つ
み
温
泉
特
設
舞
台
（
雨

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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天
時
は
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー
）　

■費
１
、

０
０
０
円
（
先
着
１
５
０
席
、無
料
席
あ
り
）　

■申
あ
つ
み
温
泉
魅
力
づ
く
り
推
進
委
員
会
☎

43
‐
２
０
２
４

庄
内
地
域
の
約
60
社
の
企
業
が
参
加
し
ま
す　
　

学
生
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
庄
内
就
職
面
接
会

■日
６
月
25
日
○土
午
後
１
時
～
４
時
30
分　

■場

な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■対
来
年
３
月

に
大
学
・
短
大
・
高
専
等
を
卒
業
見
込
み
の

学
生
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者　

■内
企
業
採

用
担
当
者
と
の
個
別
面
談　

■問
庄
内
総
合
支

庁
地
域
産
業
経
済
課
☎
66
‐
５
４
８
４

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
６
月
25
日
○土
午
後
２
時　

■場
勤
労
者
会
館

■内「
画
像
で
検
証
す
る
鳥
海
家
先
祖
の
遺

業
‐
鳥
海
山
を
測
量
し
た
初
代
か
ら
、
南
洲

翁
遺
訓
集
を
著
し
た
十
一
代
ま
で
‐
」
鳥
海

良
明
氏
（
鳥
海
家
十
四
代
）　

田
川
地
区
の
コ
ー
ラ
ス
10
団
体
が
出
演
し
ま
す

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
交
歓
演
奏
会

■日
６
月
26
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　
　
　

庄
内
酒
ま
つ
り
２
０
１
６
～
や
ま
が
た

芳
醇
～
初
夏
に
地
酒
を
楽
し
も
う
！

■日
７
月
２
日
○土
午
前
11
時
～
午
後
５
時　

■場

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
鶴
岡
倉
庫
、
マ
リ
カ
西
館
周

辺　

■費
２
、
０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円

増
し
）　

■問
本
所
食
文
化
推
進
室
内
「
同
ま

つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
２
７　

■他
HP
。
会
場
周
辺
道
路
の
一
部
通
行
止
あ
り

草
月
創
流
90
周
年
記
念　
　
　
　

山
形
県
支
部
展（
鶴
岡
・
酒
田
地
区
）

■日
７
月
２
日
○土
・
３
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

６
時
30
分（
３
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
３
０
０
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）　

庄
内
コ
ン

■日
７
月
２
日
○土
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時〈G
ood Luck C

afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀
座

商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
独
身

の
男
女
各
１
０
０
人　

■費
男
性
…
５
、
５
０

０
円　

女
性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は
各

１
、
０
０
０
円
増
し
）　

■申
６
月
20
日
○月
ま

で
庄
内
コ
ン
HP　

■問G
ood Luck Cafe

☎

25
‐
１
９
０
1

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
７
月
9
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
大
鳥
地
区　

■定
先
着

20
人　

■内
山
菜
採
り
、
森
の
音
を
聴
き
な
が

ら
の
昼
寝
等　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

大
学

生
…
２
５
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■持

昼
食　

■申
６
月
20
日
○月
ま
で
本
所
環
境
課
☎

内
線
７
０
８
へ　

■他
少
雨
決
行
。
雨
天
時
は

内
容
変
更
あ
り

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会 

市
民
公
開
講
座

今
聞
い
て
お
き
た
い
歯
周
病
の
は
な
し

■日
６
月
４
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■師
伊
藤
公
一
氏

（
日
本
大
学
歯
学
部
特
任
教
授
）　

■問
同
医
師

会
事
務
所
☎
28
‐
３
５
６
５

ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会

「
ぷ
ち
た
み
」

■日
６
月
18
日
○土
午
前
10
時　

■場
荘
内
病
院

■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
講
話

「
今
さ
ら
聞
け
な
い
？！
日
常
生
活
の
Ｑ
＆
Ａ

～
み
ん
な
の「
は
て
な
」を
聞
い
て
み
た
い
！

～
」
梅
本
貴
子
（
同
院
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
）、
相
談
、
茶
話
会　

■申
同
院
内

緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川

☎
26
‐
５
１
８
０

が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の

「
ほ
っ
と
広
場
」

■日
６
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
お
話
の

会
「
私
の
お
薦
め
の
本
・
感
動
し
た
映
画
」、 

茶
話
会　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
６
月
13
日
○月
、
７
月
11
日
○月
午
後

７
時
、
７
月
２
日
○土
午
前
10
時　

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

６
月
14
日
○火
、
７
月
12
日
○火
午
後
２
時
、
７

月
１
日
○金
午
後
７
時　

■他
他
の
日
時
は
HP
。

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
は
７
月
６
日

○水
、
８
月
３
日
○水
午
後
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

６
月
９
日
○木
、
７
月
14
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
①
６
月
７
日
○火
・
21
日
○火
、
７

月
５
日
○火
・
19
日
○火　

②
６
月
10
日
○金
・
24

日
○金
、
７
月
８
日
○金
・
22
日
○金　

■時
①
午
後

２
時
30
分　

②
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

認
知
症
で
も
穏
や
か
な
日
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

■日
①
６
月
23
日
○木
、
②
７
月
28
日
○木
午
前
10

時　

■対
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族　

■内
認
知

症
ケ
ア
の
情
報
交
換
、
介
護
者
交
流　

■場
・

■申
①
６
月
21
日
○火
、
②
７
月
26
日
○火
ま
で
高

齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
夏
コ
ー
ス
）　

■日

６
月
25
日
～
10
月
１
日
の
土
曜
日
午
後
７
時

（
全
９
回
）　

■対
小
学
３
年
生
～
大
人
20
人

■費
中
学
生
以
上
…
７
、
０
０
０
円　

小
学
生

…
５
、
０
０
０
円　

■持
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
出
し

あ
り
）
等　

■申
６
月
24
日
○金
ま
で

▼
キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー　

■日
６
月
14
日
か
ら

の
火
曜
日
午
後
７
時
（
月
３
回
）　

■対
小
学

３
年
生
～
中
学
生　

■内
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等　

■費
１
回
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■申
同

ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

国
際
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
in
鶴
岡

■日
６
月
26
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
い

こ
い
の
村
庄
内
集
合
）　

■場
庄
内
浜
と
大
砂

丘
の
メ
ロ
ン
畑
コ
ー
ス
（
12
㎞
・
６
㎞
）　
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■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

５
０
０
円　

■
特
典　

特
製
グ
ッ
ズ
・
入
浴

割
引
券
進
呈
、
公
認
指
導
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン（
初
心
者
向
け
。
要
予
約
）　

■持
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
（
レ
ン
タ
ル
は
要

予
約
）、
軽
食
、
お
わ
ん
、
箸
等　

■申
６
月

17
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
内
大
会
事
務
局
☎

25
‐
８
１
３
１
へ

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」　　
　

信
仰
の
歴
史
を
語
る
荒
倉
山
か
ら
由
良
へ

■日
７
月
３
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合
）　

■場
上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
→
荒
倉
山
→
由
良
→
白
山
島
→
由
良
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
１
０
０
人

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
軽
食
、
コ
ッ
プ
、
お

わ
ん
、
箸
等　

■申
６
月
17
日
○金
～
27
日
○月
に

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
現
地

集
合
不
可
。
全
員
バ
ス
利
用
。
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対

象
事
業
。
市
HP

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会　
　
　

受
講
生
募
集

▼
水
遊
び
８
回
コ
ー
ス　

■日
７
月
２
日
・

９
日
・
16
日
・
30
日
、
８
月
20
日
・
27
日
、

９
月
３
日
・
10
日
の
土
曜
日
午
前
９
時
30

分
（
全
８
回
）　

■対
年
中
児
～
小
学
２
年
生　

■費
８
、
０
０
０
円

▼
親
子
水
泳
教
室　

■日
７
月
16
日
・
23
日
・

30
日
、
８
月
６
日
・
20
日
の
土
曜
日
午
前

11
時
（
全
５
回
）　

■対
１
歳
～
３
歳
児
と
そ

の
保
護
者
（
１
歳
未
満
の
子
供
は
要
相
談
）　

■費
５
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■申
同
協
会
☎

22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
健
康
大
学　
　

季
節
の
変
わ
り
目
の
体
調
管
理（
全
２
回
）

■日
・
■場
・
■師
講
義
編
…
７
月
６
日
○水
午
後
１

時
30
分
・
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
土
田

兼
史
氏
〈
土
田
内
科
医
院
院
長
〉）　

調
理
編

…
11
日
○月
午
前
10
時
・
女
性
セ
ン
タ
ー
（
小

川
豊
美
氏
〈
管
理
栄
養
士
〉）　

■定
先
着
16
人　

■費
５
０
０
円　

■申
６
月
30
日
○木
ま
で
同
館
☎

29
‐
０
８
０
６
へ

日
本
空
手
協
会　
　
　
　
　

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
毎
週
火
曜
日
・
青
柳
道
場
、
毎
週
水

曜
日
・
朝
暘
武
道
館　

■時
午
後
６
時
30
分

■対
幼
児
～
大
人　

■費
月
額
３
、
０
０
０
円
、

年
額
保
険
料
３
、
０
０
０
円　

■申
水
曜
日
教

室
開
催
時
に
同
館
へ　

鶴
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

 

指
導
者
の
派
遣
・
企
画
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
と
し
た
各

種
事
業
に
指
導
者
を
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、

職
場
・
地
域
・
学
校
等
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
企
画
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■申
同
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１

子
育
て
・
子
供
向
け

特
別
支
援
教
育
に
関
心
の
あ
る
方
へ

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
公
開

■日
６
月
８
日
○水
午
前
10
時
～
正
午　

■対
同
校

教
育
に
興
味
の
あ
る
方
、
障
害
者
雇
用
を
考

え
る
事
業
所
の
方
等　

■内
施
設
見
学
、
授
業

参
観　

■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１　

■他
HP

南
部
児
童
館

▼
小
学
生
集
ま
れ
！
昔
な
が
ら
の
外
あ
そ
び

■日
６
月
11
日
○土
午
後
２
時　

■場
朝
暘
一
小

■対
小
学
生　

■内
た
す
け
お
に
等

▼
ヅ
カ
ち
ゃ
ん
の
楽
し
い
お
は
な
し
会　

■日

６
月
15
日
○水
午
前
11
時　

■場
同
館　

■対
幼
児

と
そ
の
保
護
者　

■内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

▼
共
通　

■申
６
月
１
日
○水
か
ら
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０
へ

子
ど
も
育
成
合
同
研
修
会　

桜
井
義
維
英
講
演
会

■日
６
月
11
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■内「
未
来

の
可
能
性
は
過
去
の
蓄
積
の
中
に
あ
る
」
桜

井
義
維
英
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
自
然
大
学

校
理
事
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

■場
・
■申
櫛
引

公
民
館
☎
57
‐
５
６
７
０

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
６

月
12
日
○日
、
７
月
23
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
６
月
14
日

○火
、
②
７
月
19
日
○火
午
前
10
時　

■対
市
内
在

住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
27
年
12
月
～
28
年

２
月
生
ま
れ
、
②
28
年
１
月
～
３
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え

る
妊
婦　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び　

②
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上
野
和
佳
氏
〈
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
〉）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
６
月
10
日
○金

ま
で　

②
６
月
15
日
○水
～
７
月
14
日
○木

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
６
月
16
日
○木
、

②
７
月
25
日
○月
午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
の

未
就
園
児
（
①
平
成
27
年
６
月
～
11
月
生
ま

れ
、
②
27
年
７
月
～
12
月
生
ま
れ
）
と
そ
の

保
護
者　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び
、
お
も
ち
ゃ

作
り　

②
赤
ち
ゃ
ん
・
マ
マ
ヨ
ガ
（
■師
上
野

和
佳
氏
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
６
月
13

日
○月
ま
で　

②
６
月
17
日
○金
～
７
月
21
日
○木

▼
ベ
ビ
ー
を
迎
え
よ
う
講
座　

■日
６
月
28
日

○火
午
前
10
時　

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
中

の
方
先
着
15
人　

■内
講
話
「
出
産
・
赤
ち
ゃ

ん
・
子
育
て
を
知
ろ
う
」
河
田
夏
子
（
荘
内

病
院
女
性
の
健
康
相
談
員
）、　

座
談
会
、
な

か
よ
し
広
場
見
学
等　

■他
託
児
あ
り

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

７
月
７
日
○木
午
前
10
時　

■対
未
就
学
児
が
い

る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組　

■内
子
育
て

情
報
の
紹
介　

■申
７
月
５
日
○火
ま
で　

■他
託

児
あ
り

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

「
乳
歯
を
大
切
に
」

■日
６
月
16
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■師
澤
田
正

佐
子
氏
（
歯
科
医
師
）　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム

☎
24
‐
５
６
３
５

西
部
・
暘
光
児
童
館
共
催
自
然
体
験
行
事

由
良
海
岸
で
わ
く
わ
く
工
作
と
チ
ョ
ボ
ラ
大
作
戦

■日
６
月
18
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
2
時　

■場

由
良
海
岸
等　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■内
砂

浜
の
清
掃
と
シ
ー
グ
ラ
ス
や
貝
殻
を
使
っ
た

工
作　

■費
４
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
６
月

10
日
○金
ま
で
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ



15 広報つるおか　2016 . 6 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

ま
た
は
暘
光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

■他
送
迎
バ
ス
あ
り

特
別
支
援
学
校
に
関
心
の
あ
る
方
へ

鶴
岡
養
護
学
校 

学
校
見
学
会

■日
６
月
21
日
○火
午
前
９
時
45
分　

■対
知
的
発

達
に
遅
れ
の
あ
る
子
供
の
保
護
者
、
教
育
・

福
祉
・
医
療
機
関
等
の
関
係
者　

■内
施
設
見

学
、
授
業
参
観　

■申
６
月
８
日
○水
ま
で
同
校

☎
24
‐
５
９
９
５
へ

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
森
の
ご
っ
つ
お
！
「
な
め
こ
de
食
育
!!
」

■日
①
６
月
25
日
○土
、
②
10
月
29
日
○土
午
前
９

時
～
午
後
４
時（
同
館
集
合
。
全
２
回
）　

■場

タ
キ
タ
ロ
ウ
館
等　

■対
小
学
生
20
人　

■内
①

駒
打
ち
体
験
、
森
林
散
策
、
川
遊
び
等　

②

収
穫
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
等　

■費
①
１
０

０
円　

②
２
５
０
円　

■申
６
月
17
日
○金
ま
で

▼
こ
ん
に
ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん　

■日
７
月
３
日

○日
午
前
10
時　

■場
中
央
児
童
館　

■対
中
学

生
・
高
校
生
15
人　

■内
命
の
学
び
、
赤
ち
ゃ

ん
と
の
触
れ
合
い
交
流
等　

■申
６
月
３
日
○金

～
27
日
○月

▼
命
の
重
み
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
「
赤
ち
ゃ

ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集　

■日
７
月
３
日
○日

午
前
10
時
50
分　

■場
同
館　

■対
生
後
12
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内

中
学
生
・
高
校
生
と
の
触
れ
合
い
交
流　

■申

６
月
３
日
○金
～
27
日
○月

▼
夏
ま
っ
し
ぐ
ら
♪
流
し
そ
う
め
ん
で
涼
を

感
じ
よ
う　

■日
７
月
10
日
○日
午
後
２
時　

■場

同
館　

■対
小
学
生
先
着
25
人　

■費
１
５
０
円　

■申
６
月
20
日
○月
～
７
月
３
日
○日

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ 

は
り
ガ
ラ
ス
コ
ー
ナ
ー

■日
６
月
25
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■対
幼
児

・
低
学
年
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

■費
１

０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

科
学
実
験
を
行
い
ま
す　
　
　
　
　

子
ど
も
科
学
教
室　

■日
７
月
２
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
鶴
岡
高

専　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

■持
筆
記
用

具
、
ビ
ニ
ー
ル
袋　

■申
６
月
24
日
○金
ま
で
学

校
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）☎
57
‐
４
８
６
４
へ

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
七
夕
公
開

「
星
空
へ
ジ
ャ
ン
プ
！
」

■日
７
月
２
日
○土
・
３
日
○日
午
前
10
時
、
11
時
、

午
後
１
時
30
分
、
３
時　

■対
幼
児
と
そ
の
保

護
者
各
回
先
着
78
人　

■費
３
歳
以
上
…
60
円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

■場
・
■問
中
央
公

民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

妊
娠
し
た
ら
…
パ
パ
マ
マ
教
室

■日
７
月
５
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
25
組　

■内
夫
婦
で
体
験
（
赤

ち
ゃ
ん
の
心
音
を
聞
い
て
み
よ
う
、
妊
婦
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、お
風
呂
入
れ
）、講
話
「
妊

娠
中
か
ら
の
心
が
け
」
産
婦
人
科
医
師
等　

■持
母
子
健
康
手
帳　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
内
線
３
７
３

教
育
関
係
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す　

に
こ
に
こ
相
談
（
就
学
相
談
）　

■日
７
月
29
日
○金　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■対
心

身
の
障
害
や
発
達
の
遅
れ
が
み
ら
れ
る
就
学

前
の
子
供
と
そ
の
保
護
者　

■申
７
月
５
日
○火

ま
で
学
校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

未
就
園
児
を
対
象
に
開
放
し
ま
す　

幼
稚
園
を
活
用
し
た
お
遊
び
会

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

オ
ー
プ
ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１　

ベ
ビ

ー
・
め
ば
え
・
ふ
た
ば
の
お
へ
や
、
あ
そ
び

の
会
…
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

お
ひ
さ

ま
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど

り
の
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８　

ひ
よ
こ
の
会
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０　

り
ん
ご
ク
ラ
ブ
…
午
前
９
時
～
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

に
こ
に

こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
9
時
～
正
午

▼
城
南
幼
稚
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

わ
く
わ
く
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
共
通　

■他
（
☆
）
は
認
定
こ
ど
も
園
。
月

に
１
～
５
回
開
催
。
詳
細
は
各
園
へ

施
設
の
催
し

い
で
は
文
化
記
念
館

▼
古
文
書
解
読
・
歴
史
講
座
「
出
羽
三
山
を

読
む
」　

■日
６
月
～
10
月
の
第
２
・
第
４
木

曜
日
午
後
１
時
30
分　

■場
同
館
等　

■定
先
着

50
人　

■
解
読
資
料　

羽
黒
山
別
当
文
書

■師
後
藤
赳
司
氏
（
出
羽
三
山
山
岳
宗
教
研
究

所
主
幹
）　

■費
５
０
０
円
（
初
回
の
み
。
実

地
研
修
は
別
途
）　

■申
６
月
６
日
○月
ま
で

▼
企
画
展
示
「
‐
お
山
の
に
ぎ
わ
い
と
生
き

た
大
日
如
来
‐
江
戸
時
代
の
羽
黒
山
と
於
竹

大
日
如
来
展
」　

■日
６
月
30
日
○木
～
11
月
28

日
○月
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分　

■場
同
館

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…

３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円　

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
都
沢
湿
地
周
辺
の

ト
ン
ボ
」　

■日
６
月
10
日
○金
午
後
６
時
30
分　

■定
30
人　

■師
水
野
重
紀
氏
（
水
野
野
生
生
物

調
査
室
主
宰
）　

■費
５
０
０
円　

■持
カ
ッ
プ　

■申
６
月
８
日
○水
ま
で

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
親
水
水

路
の
草
刈
り
作
業
」　

■日
６
月
11
日
○土
午
前

９
時　

■申
６
月
９
日
○木
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
最
新
カ
メ
ラ
で
解

明
！
昆
虫
た
ち
の
不
思
議
な
世
界
」　

■日
６

月
11
日
○土
午
後
２
時　

■定
30
人　

■師
高
嶋
清

明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）　

■費
５
０
０
円　

■持

カ
ッ
プ　

■申
６
月
９
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
赤
と
ん
ぼ
マ
ー
キ
ン
グ
調

査
」　

■日
６
月
18
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定

20
人　

■師
水
野
重
紀
氏　

■費
５
０
０
円　

■申

６
月
16
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会「
わ
く
わ
く
夜
の
森
観
察
会
」　

■日
６
月
18
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■定
20
人　

■費
５
０
０
円　

■持
懐
中
電
灯
等　

■申
６
月
16

日
○木
ま
で　

▼
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作

品
展
示　

■日
６
月
20
日
○月
～
７
月
６
日
○水

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ほ
と
り
あ
茶
を
つ
く
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っ
て
み
よ
う
！
初
夏
編
」　

■日
７
月
２
日
○土

午
前
9
時
30
分　

■定
10
人　

■費
２
０
０
円　

■持
カ
ッ
プ　

■申
６
月
30
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
新
緑
と
野
鳥
の
声
」　

■日
６
月
11
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集
合
）　

■場
玉
川
堤
（
３
～
５
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫
氏

（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）

■申
６
月
６
日
○月
ま
で　

■他
当
日
参
加
可

▼
無
添
加
ハ
ー
ブ
石
け
ん
手
作
り
体
験　

■日

６
月
18
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■定

先
着
25
人　

■費
３
０
０
円

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
７
月
２
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■場
同
館　

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
月
山
を
外
来
植
物
か
ら
守
ろ
う
パ
ー
ト
８

■日
６
月
12
日
○日
午
前
７
時
～
午
後
２
時　

■場

月
山
八
合
目
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■費
５
０

０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
10
日
○金
ま
で

▼
鉤
掛
森
の
ブ
ナ
林
散
策　

■日
６
月
19
日
○日

午
前
７
時
～
午
後
４
時　

■場
鉤
掛
森
（
金
山

町
）　

■定
先
着
20
人　

■費
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
15
日
○水
ま
で

▼
初
夏
の
月
山
花
巡
り　

■日
６
月
24
日
○金
午

前
８
時
30
分
～
25
日
○土
午
後
２
時
（
１
泊
２

日
）　

■場
月
山
八
合
目
→
月
山
山
頂　

■定
先

着
20
人　

■費
１
万
円
（
宿
泊
料
〈
３
食
付
き
〉

等
）　

■申
６
月
19
日
○日
ま
で

▼
ホ
タ
ル
観
察
会
と
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト　

■日
７
月
２
日
○土
午
後
７
時　

■場
影
見
沢

▼
早
春
の
弥
陀
ヶ
原
湿
原
観
察
会　

■日
７
月

２
日
○土
・
３
日
○日
午
前
８
時
～
午
後
２
時　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費
７
０
０
円　

■持
昼
食

等　

■申
６
月
25
日
○土
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
集
合
場
所
は
同
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
絵
て
が
み　

■日
６
月
８
日
○水
午
前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
６
月
９
日
○木
・
23
日
○木
・

30
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■師
舩
見
敬
造
氏

▼
ヨ
ー
ガ　

■日
６
月
21
日
○火
午
後
１
時
30
分

▼
芸
能
の
つ
ど
い　

■日
６
月
28
日
○火
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時　

■費
６
０
０
円　

■申
６

月
17
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６講

座
・
講
習
会

鶴
岡
伝
統
工
芸
竹
塗
り
講
習

■日
６
月
～
来
年
３
月
の
第
１
・
第
３
土
曜
日

午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■師
鈴
木
勇
氏

（
竹
塗
工
房
鈴
木
）　

■費
月
額
２
、
５
０
０
円　

狩
猟
免
許
講
習
会
・
試
験

▼
初
心
者
講
習
会　

■日
６
月
16
日
○木　

■場
庄

内
総
合
支
庁
分
庁
（
三
川
町
）　

■費
４
、
０

０
０
円　

■申
６
月
10
日
○金
ま
で
山
形
県
猟
友

会
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
０
３
８
２
へ

▼
試
験　

■日
７
月
16
日
○土　

■場
同
支
庁　

■申

６
月
17
日
○金
～
７
月
１
日
○金
に
山
形
県
み
ど

り
自
然
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
０
８
４

へ　

■他
第
一
種
銃
猟
免
許
を
取
得
す
る
方
に

補
助
制
度
あ
り
（
■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

７
３
）出

羽
庄
内
国
際
村
せ
か
い
の
台
所 　

ア
メ
リ
カ
料
理
～
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
の
台
所
～

■日
６
月
25
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ア
マ
ン
ダ
・
ハ
ル
チ
ュ
ニ
ア
ン
氏

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０

円　

■場
・
■申
６
月
４
日
○土
か
ら
同
館
☎
25
‐

３
６
０
０
へ

中
央
公
民
館
市
民
講
座　
　
　
　
　

大
人
の
た
め
の
館
外
学
習

■日
６
月
28
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
（
小
真
木
原
公
園
集
合
）　

■場
ハ
ナ
ブ

サ
醤
油
㈱
（
庄
内
町
）
→
オ
ラ
ン
ダ
せ
ん

べ
い
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
（
酒
田
市
）　

■定
先

着
25
人　

■費
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
６
月
７
日
○火
～
17
日
○金
に
同
館
☎
25
‐
１

０
５
０
へ　

■他
せ
ん
べ
い
作
り
体
験
あ
り

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
短
期
講
座

「
旬
を
味
わ
う
イ
タ
リ
ア
ン 

夏
」

■日
７
月
６
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
16
人　

■師
伊
藤
浩
二
氏
（
ラ

ボ
・
ア
マ
ー
ノ
講
師
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
６
月
８
日
○水
～
24
日
○金
に
同
セ
ン
タ

ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修　

■日
７
月
５
日
○火
・

６
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
全
２
回
）

■定
25
人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
交
渉
力
向
上
研
修　

■日
７
月
20
日
○水
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
15
人　

■費

５
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

赤
か
ぶ
大
学
「
豊
か
な
海
を
守
り
続
け
る　

鼠
ケ
関
の
海
に
つ
い
て
学
ぶ
」（
全
３
回
）

■日
・
■内
７
月
14
日
○木
…
イ
カ
の
一
夜
干
し
体

験
、
底
引
き
網
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ　

８
月
25

日
○木
…
と
こ
ろ
て
ん
作
り
、
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ

ン
グ　

10
月
４
日
○火
…
旬
の
魚
を
使
っ
た
料

理
教
室
、
貝
殻
で
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
づ
く
り　

■時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分　

■場
鼠

ケ
関
地
内　

■定
先
着
20
人　

■費
６
、
０
０
０

円
（
昼
食
代
等
）　

■申
６
月
６
日
○月
～
24
日

○金
に
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
４
４

１
１
へ鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
特
別
美
術
講
座　
　
　
　

藍
染
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
‐
重
ね
染
め
で
色
を
楽
し
も
う

■日
７
月
23
日
○土
午
前
10
時　

■対
市
内
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以

上
の
方
先
着
16
人　

■師
柳
田
哲
雄
氏（
東
北

芸
術
工
科
大
学
講
師
）　

■費
４
、
０
０
０
円　

■持
ゴ
ム
手
袋
等　

■場
・
■申
６
月
７
日
○火
～
７

月
10
日
○日
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

消
防
設
備
士
試
験
受
験
準
備
講
習

■日
７
月
27
日
○水
　
■
種
別　

第
１
・
第
４
・

第
６
類　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形

市
）　

■申
６
月
20
日
○月
～
７
月
８
日
○金
に
山

形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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８
４
７
７
へ　

■他
HP
。
申
込
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

県
営
住
宅
６
月
募
集

■
募
集
住
宅　

東
部
１
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸

茅
原
２
号
…
４
Ｄ
Ｋ
・
３
戸　

茅
原
３
号
…

３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸　

末
広
３
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１

戸　

■申
６
月
６
日
○月
～
10
日
○金
に
県
営
住
宅

指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０

へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
６
月
17
日
○金
。
入
居
時

期
は
８
月
上
旬

荒
沢
ダ
ム
湖
か
ら
引
き
上
げ
た

流
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す

■日
６
月
15
日
○水
か
ら
の
月
曜
～
金
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）　

■場
荒
沢
ダ
ム　

■対
流
木
（
１
世
帯
当
た
り
軽

ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
）
を
積
み
込
み
運
搬
で
き

る
方　

■問
庄
内
総
合
支
庁
荒
沢
ダ
ム
管
理
課

☎
55
‐
２
０
２
１　

■他
HP

「
油
戸
魚
の
森
」づ
く
り　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
７
月
２
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南
側

駐
車
場
集
合
）　

■内
下
刈
り
・
植
栽
等　

■申

６
月
24
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

内
線
５
１
７
へ　

■他
小
雨
決
行

定
期
健
康
相
談

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

■日
６
月
10
日
○金
・

24
日
○金
、
７
月
８
日
○金
・
22
日
○金

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
６
月
17
日
○金
、
７

月
15
日
○金　

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■定
各

日
２
人　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

内
線
３
６
４

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ　

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

■日
６
月
11
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
２
ま

た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン

ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

日
赤
鶴
岡
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ　

６
月
は「
社
員
増
強
運
動
月
間
」で
す

　

期
間
中
、
社
員
加
入
と
社
費
の
増
収
に
向

け
て
活
動
し
ま
す
。
任
意
で
の
社
員
加
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

鶴
岡
市
水
防
訓
練 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■日
６
月
11
日
○土
午
前
7
時
～
正
午　

■場
羽
黒

橋
～
三
川
橋
の
赤
川
右
岸
（
羽
黒
地
域
側
）

河
川
管
理
道
路　

■問
消
防
本
部
警
防
課
☎
22

‐
８
３
２
０

自
衛
官
等
採
用
制
度
説
明
会 

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
採
用
制
度
説
明
会　

■日
７
月
１
日
○金
・
４

日
○月
午
前
10
時
～
午
後
６
時
、
７
月
３
日
○日

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
鶴
岡
合
同
庁
舎　

▼
採
用
試
験　

■日
７
月
24
日
○日　

■場
陸
上
自

衛
隊
神
町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■
募
集
種

目　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）　

■申
７
月
15

日
○金
ま
で　

■他
HP

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■
利
率　

年
２
・

５
～
３
・
６
５
％
（
保
証
料
込
み
。
在
学
中

は
元
金
返
済
の
据
置
き
可
〈
最
長
６
年
〉）　

■
限
度
額　

１
、
０
０
０
万
円　

■
返
済
期

間　

10
年
以
内
（
元
金
返
済
据
置
期
間
の
返

済
期
間
を
含
む
）　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７　

■他
ロ
ー
ン
対
象
者

が
、
卒
業
後
県
内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
、

元
金
３
０
０
万
円
を
限
度
に
、
年
２
・
０
％

の
利
子
相
当
分
を
山
形
県
勤
労
者
育
成
教
育

基
金
協
会
が
補
給

生
活
資
金
を
低
利
で
融
資
し
ま
す　

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度

■対
労
働
組
合
組
織
を
持
た
な
い
年
収
１
５
０

万
円
以
上
の
方　

■
利
率
（
固
定
）　

年
３
・

２
％　

■
限
度
額　

１
５
０
万
円　

■
融
資

期
間　

７
年
以
内　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

広域情報掲示板　

ぐるぐる庄内　

庄内の初夏を彩る
あまるめ植木・金魚まつり

■日６月８日○水～12日○日午前９時～午後７
時30分（12日は午後６時まで）　■場ショッ
ピングモール「アピア」　■内季節の花・植木、
「振袖金魚」の販売等　■問庄内町観光協会☎
0234‐42‐2922

●庄内町

花の能
羽州庄内松山城薪能

■日６月11日○土午後６時　■場松山歴史公園
（雨天時は松山城址館）　■演目　狂言「蝸
牛」、能「清経」　■費1,500円（当日は200
円増し）　■問松山文化伝承館☎0234‐62
‐2632　■他呈茶あり

●酒田市

鳥海山おもしろ自然塾
新緑の高瀬峡ハイキングと打ちたてそば昼食

■日６月12日○日午前８時30分～午後１時（し
らい自然館集合）　■場高瀬峡→金俣　■定先
着20人　■費2,200円（昼食代等）　■申６月
７日○火まで同館内「同自然塾推進協議会」
事務局☎0234‐72‐2069へ

●遊佐町

希望いっぱいコンサート

■日６月26日○日午前９時30分～午後５時　
■場希望ホール　■内舞踊、カラオケ、ダンス
等　■費500円（当日は100円増し）　■問酒
田市社会教育文化課☎0234‐24‐2991

●酒田市
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

大
地
震
が
起
き
た
と
き

の
行
動
に
つ
い
て

　

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
熊
本
地
震
の

被
害
や
避
難
所
の
様
子
を
見
て
、「
も

し
鶴
岡
で
大
地
震
が
起
き
た
ら
」
と
不

安
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
行
動

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

身
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、
身
の

安
全
確
保
が
最
優
先
で
す
。
机
の
下
な

ど
安
全
な
場
所
で
揺
れ
が
収
ま
る
の
を

待
ち
ま
し
ょ
う
。
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら

火
事
の
原
因
と
な
る
ガ
ス
の
元
栓
や
電

気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
等
を
確
認
し
、
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、
公
園
な
ど
町
内
会

や
自
治
会
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
避
難
場

所
に
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
海
岸
地
域
で
は
津
波
の
発
生
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら

QＡ

114

交流は感謝の気持ちの通い合い

洋画家、歌人、作家、評論家。江戸川区代表監査委員、えど
がわボランティアセンター理事長、社会福祉法人つばき土の
会理事長を務める。平成18年から江戸川区友好団体連絡会
会長。江戸川区と鶴岡市との交流に尽力。鶴岡市・江戸川区
友好都市盟約35周年「第18回鶴岡江戸川友好交流演奏会」
に出演する江戸川第九を歌う会会長として来鶴。東京都出身。

小
こ く ぼ

久保 晴
は る ゆ き

行 さん

鶴岡江戸川友好交流演奏会の様子（４月24日／響ホール〈庄内町〉）

 「鶴岡」の名前を初めて聞いたのは、私が国民学校
の３年生だった昭和19年です。第２次世界大戦の
戦禍を避けるため、東京都江戸川区の児童約4,400
人が鶴岡市に集団疎開しました。私も鶴岡に疎開す
るものと思っていましたが、疎開先が満員で数十人
の仲間とともに狩川町公会堂（庄内町）に疎開する
ことになりました。現地に着いたのは３月の寒い日。
まだ雪が人の背ほど積もっていたことを思い出しま
す。戦時中のため食糧も少なく空腹で苦労しました。
当時の記憶は今でも鮮烈に残っています。
　昭和56年に江戸川区と鶴岡市は友好都市盟約を
結び、今年で35周年の節目を迎えます。私も疎開の
縁に始まり、友好団体連絡会や福祉ボランティアの
つながりなどで、鶴岡の皆さんと大変親しく交流を
させてもらい感謝しています。例えれば、親戚付き

合いのようなものですね。
　江戸川区でも区民まつりや納涼だ
だちゃ豆会、寒鱈（たら）まつりな

ど鶴岡関連の出展があると多くの人でにぎわいます。
食文化などに興味を持つ人も増えているようです。
　今後は、交流が更に多様化してほしいと思います
ね。平成６年に始まった鶴岡江戸川友好交流演奏会
は、音楽団体の交流の架け橋になっていますし、福祉
関係では、江戸川と鶴岡の福祉ボランティア団体が
１年ごとに訪問し合い、イベント等に参加するなど
交流を続けています。このような友好の輪が芸術や
文化、スポーツ、教育など様々な分野でもっと広が
ってほしいです。朝暘３小と江戸川区の鹿本小が姉
妹校の交流を続けていますが、子供たち同士の交流
も、とても大切なことだと思います。
　江戸川区と鶴岡市との交流が長く続いているのは、
お互いを尊敬し感謝する気持ちが広く浸透して、世
代や人が替わってもつながっているからだと思いま
す。若い人たちにも、この交流のすばらしさを受け
継いでもらい、江戸川区と鶴岡市の友情の絆が今以
上に深まることを願っています。
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す
ぐ
に
高
台
等
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
避
難
場
所
等
は
市
HP
で
ご
確
認
く
だ

さ
い

◆
日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に

発
電
機
や
投
光
機
、
毛
布
な
ど
防
災
資

機
材
の
整
備
等
に
よ
る
避
難
所
の
機
能

強
化
や
、
図
上
訓
練
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・

強
化
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

等
に
よ
る
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
等
を

図
り
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。　

 

「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
備
え
が
不
可
欠

で
す
。
災
害
時
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、

冷
静
な
判
断
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
家
族
で
避
難
場

所
や
災
害
時
の
連
絡

手
段
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
あ
ら

か
じ
め
非
常
持
ち
出

し
袋
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
で

す
。
地
区
や
町
内
会
等
が
実
施
す
る
防

災
訓
練
や
避
難
訓
練
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　〈
本
所
防
災
安
全
課
〉

市
役
所
本
所
1
階
ロ
ビ
ー
及
び
各
地

域
庁
舎
等
で
、
熊
本
地
震
の
被
害
に

対
す
る
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30

　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

今月の各種相談窓口開設日　6/4 ～ 7/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線228 21日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

朝日庁舎総務企画課☎内線410 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 23日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 24日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土 ９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　　（就学に関すること）

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　6/4 ～ 7/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
６．11○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　      〃 13：30～16：00 　　　　〃

17○金 ９：00～11：30 ネッツトヨタ山形㈱鶴岡店
　      〃　 13：30～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所

24○金 ９：30～11：30 ＪＡ鶴岡本所
　      〃 13：30～15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成28年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,870人
　　 （男：62,382人、女：68,488人）

　世帯数：48,658世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る
隔月連載 今 昔

第３回 赤川を越えて地域をつないだ 渡し船と櫛引橋

▲現櫛引橋（松根側から）

▲現櫛引橋建設中の様子

▲旧櫛引橋（松根側から）

▲渡し船の様子

　

赤
川
に
架
か
る
櫛
引
橋
は
、
旧
櫛
引

村
の
松
根
地
区
と
西
片
屋
地
区
を
結
ぶ

連
絡
橋
と
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
五
月

に
開
通
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
対
岸
に

渡
る
際
に
は
、
渡
し
船
に
乗
る
か
、
旧

朝
日
村
の
東
岩
本
地
区
に
あ
る
東
橋
を

通
る
手
段
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
幅
に
移
動
時
間
を
短
縮
で
き
る
橋
の

完
成
は
、
住
民
に
と
っ
て
悲
願
で
し
た
。

　

一
方
、
橋
の
完
成
と
と
も
に
姿
を
消

し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
お
ー
い
！
」

と
呼
ぶ
と
、
向
こ
う
岸
か
ら
一
本
の
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
伝
い
な
が
ら
迎
え
に

来
て
く
れ
る
船
頭
。
渡
し
船
で
す
。
当

時
、
渡
し
賃
は
大
人
が
二
円
前
後
、
子

供
が
そ
の
半
額
。
一
日
に
五
十
人
ほ
ど

が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
解

け
や
長
雨
な
ど
で
水
か
さ
が
増
す
と
赤

旗
が
立
て
ら
れ
、
そ
れ
が
渡
れ
な
い
と

い
う
合
図
で
し
た
。
昭
和
初
期
か
ら
地

域
の
足
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
た
こ

の
渡
し
場
も
、
橋
の
完
成
で
そ
の
役
目

を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

約
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た

旧
櫛
引
橋
で
す
が
、
老
朽
化
に
加
え
、

幅
員
が
狭
く
交
通
量
の
増
加
等
に
対
応

し
き
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

四
年
十
月
に
現
在
の
橋
に
架
け
替
え
ら

れ
ま
し
た
。
櫛
引
橋
は
、
今
も
人
々
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
橋
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。　

■
問
合
せ　

櫛
引
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
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